
海の森水上競技場 基本設計



海の森水上競技場 基本設計概要

※パースは現時点におけるイメージ

艇庫棟

グランドスタンド棟
（約2千人）

フィニッシュタワー

関係者席
（約2千人）

一般観客席
（約1万人）

一般観客立見席
（約1万人）

自転車走行路

放送関係エリア

計時小屋

カヌー用練習施設

スタート施設

東側締切堤
（約200m）

水門、揚水施設

ポンツーン

恒設

仮設

凡例

施設配置施設配置

消波装置

防風林

西側締切堤
（約200m）

水門、排水施設

中央防波堤外側

中央防波堤内側

位置図位置図

屋外ボート置場

屋外ボート組立場



「海の森水上競技場」後利用の方向性「海の森水上競技場」後利用の方向性

○艇庫棟
➔ 宿泊施設や艇庫・倉庫、
トレーニングセンター等に活用

東京ゲートブリッジの
昇降施設

海の森公園

○グランドスタンド棟
➔ 観客席の活用
ｼｮｯﾌﾟ、ﾚｽﾄﾗﾝ、ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ等

○自転車走行路
➔ ｻｲｸﾘﾝｸﾞ･ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽや水辺に
親しめるﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞとして活用

○締切堤(関係者用通路)
➔ 利用者の通路等として活用

○ポンツーン
➔ イベント等のスペースとして活用

○競技場水面
➔ ﾎﾞｰﾄ・ｶﾇｰ競技のほか、様々な
水上ｽﾎﾟｰﾂ・ｲﾍﾞﾝﾄ等で活用



大会時のゾーニング計画

競技場範囲

■ 選手エリア

・出艇ポンツーンとの近接性、他エリアとの明確な区分けが必要なため、

東側端部に配置

・ボート競技時にカヌーの練習を行うため、カヌー用練習エリアに近接した

船溜まり西側に配置

■ メディアエリア

・フィニッシュ付近（メイン）、スタート付近

（サブ）に二か所のブロードキャストコンパウンドを配置

■ その他関係者エリア（IOC、IF、運営等）

・関係者（運営、セキュリティ等）が大会運営をしやすくするため、

観覧席エリア、選手エリアに近接

■ 観客エリア

・多くの一般観客が楽しめるよう、コース延長に沿って長く配置

中央防波堤内側

中央防波堤外側

・国際競技連盟マニュアルに適合した関連施設を適切な位置に配置
・後利用時も国際大会の誘致、国内大会の開催を見据えて、大会運営しやすいゾーニングとする



大会時の外構条件

A ‒ A 断面

B ‒ B 断面

A

競技コース側海の森公園側

国際競技連盟マニュアル等を順守し、競技場内の幅員等を設定
・車両通路 幅6.5m（国際ボート連盟マニュアル）
・自転車走行路 幅4.0ｍ以上（国際ボート連盟マニュアル）

（ i = 2.0%）

A.P. = + 2.1m

A.P. = + 2.6m

A.P. = + 2.1m

A.P. = + 2.6m

自転車走行路

屋外ボート置き場通路艇庫棟（恒設）通路ボート組立場 自転車走行路

幅 6.9m幅 6.5m幅 6.5m

駐車場 飲食サービス（仮設） 立見席通路

幅 6.5m

通路

幅 6.5m 幅 7.1m

A

B

B

A.P. = + 3.4m

A.P. = + 2.7m

A.P. = + 3.2m



締切堤構造図

＜西側締切堤＞
A ‒ A 断面

A

競技コース側外水側

＜東側締切堤＞
B ‒ B 断面

競技コース側 外水側

A B B



東側締切堤 縦横断勾配・幅員

中央防波堤内側

・ 最大勾配4％（福祉のまちづくり条例）
・ 中防外側パラペットを改良しないよう、A.P.+8.0mで路面高を整備
・ 走行対象車両は普通車両（幅2.5ｍ・延長12ｍ）を想定し、幅員3.25m（道路構造令）
・ 歩行者用動線は2.0ｍ（福祉のまちづくり条例）

A

中央防波堤外側

車両通行天端高 A.P.+3.45m～8.0ｍ

締切堤天端高 A.P.+4.2m～8.0m

競技コース側 外水側 競技コース側 外水側

A ‒ A 断面

B ‒ B 断面 B ‒ B 断面

勾配 4%

中防外側アクセス路
A.P.+8.0m

後利用時大会時

A

B B



2020年大会時【風対策あり】A.P.+2.6m 地点（水面上0.5m）の風速図

競技場の風速シミュレーション

2020年大会時【風対策なし】A.P.+2.6m 地点（水面上0.5m）の風速図

200m

200m

【凡例】
高さ6.5mの防風林を設置（樹高5ｍ＋土盛1.5ｍ）

※ 新海面処分場上（A.P.+17m）の風速を1.0とする。
同地点の平均風速は、6.2m/s（2012年7月～9月）

風速比※
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風配図

風向：南（卓越風）

風向：南（卓越風）



消波装置

開口部

消波装置設置例 消波装置構造

消波装置

○発生波
・ 締切堤整備により、競技場内への外海からの進入波はない。
・競技場内のボート・カヌーの漕艇、審判艇等による航跡波が発生する。

○対応策
・競技ﾚｰﾝ・ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟﾚｰﾝの境界、護岸沿いに消波装置を設置

設置位置（案）

消波装置

開口部（500m、1000m、1500m）

500m 1000m 1500m

消波装置

断面



競技水域の水質維持

水質維持の考え方

○ボート、カヌーの競技大会時は、潮汐の影響がなく一定の水位を確保するため、締切堤と水門で競技水域を締め切る。

○締め切られた閉鎖性水域では、海水が滞留するため、水質の悪化が懸念される。

⇒ 競技時間外（夜間等）にポンプで揚排水し、競技場内の海水交換を行うことで、現況と同等の水質を維持する。

(1)国際ボート連盟マニュアル

・水質は泳げる程度とすること

(2)水質基準

・泳げる程度の水質を定量化した基準として、水浴場水質判定基準

（環境省）があり、「可」と判定されるのは、水質Ｃ以上である。

(3)現況の水質

・全ての項目（ふん便性大腸菌群数、油膜、COD、透明度）について、

既往の調査結果で水質Ｃの基準をクリアしている。

・水質（COD75％値）の時系列変化をみても、水質Cの基準以下で

推移している。

■水浴場水質判定基準

1
2
3
4
5
6
7
8
9

2008/4/1 2009/4/1 2010/4/1 2011/4/1 2012/4/1 2013/4/1

m
g/
L

ST12表層

水浴場水質判定基準 水質C：8mg/L以下 COD表層 75%値(mg/l)
■ＣＯＤの現況（実績値）

目標となる水質基準

ST12

ST12 調査地点

■調査地点

ポンプ揚水

東側締切堤
西側締切堤

競技場内水域外水
外水

ポンプ排水



既設雨水管からの雨水流入

中央防波堤外側

中央防波堤内側

平面図

断面図

■ 水流シミュレーション（時間降雨20ｍｍ）

① 対策なし

② 阻流板設置阻流板



恒設施設イメージパース

※着色はイメージです

グランドスタンド棟

フィニッシュタワー

艇庫棟



環境配慮

※着色はしていません

ＬＥＤ照明・高効率設備の導入
屋上・緑化

内装の木質化（壁面・天井）

通路への遮熱性舗装の整備

雨水利用システムの設置
緑化・植栽

＜木材の積極的な利用＞ ＜周辺の自然環境に調和した外観＞

グランドスタンド棟 フィニッシュタワー 艇庫棟

※ イメージ

＜屋上緑化＞

※上空から見たイメージ








